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２
０
１
７
年
６
月
１
日
夜
、
六

本
木
ヒ
ル
ズ（
東
京
・
港
）。
ビ
ジ

ネ
ス
ア
ワ
ー
が
終
わ
り
、
オ
フ
ィ

ス
の
照
明
が
落
ち
て
い
く
な
か

で
、
23
階
の
法
律
事
務
所
に
は

煌こ
う

々こ
う

と
灯
り
が
つ
い
て
い
た
。
室

内
に
は
、
日
本
人
や
外
国
人
合
わ

せ
て
80
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
英
語

で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
参
加
し
て
い
た
。

４
件
中
３
件
で
難
民
認
定

「
な
ぜ
日
本
で
は
難
民
の
受
け

入
れ
が
進
ま
な
い
の
か
」「
私
た

ち
専
門
家
は
何
が
で
き
る
か
」

│
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
弁

護
士
や
司
法
書
士
な
ど
法
律
実
務

家
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
主
催

し
た
の
は
、
今
年
２
月
に
設
立
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「W

om
en in 

Law
 Japan

」だ
。

　

こ
の
夜
は
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
証
券（
Ｇ
Ｓ
）法
務
部

員
２
人
も
登
壇
し
た
。
同
社
は

２
０
１
５
年
２
月
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
難
民
支
援
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｒ
／

東
京
・
新
宿
）と
外
部
法
律
事
務

所
と
連
携
し
、
難
民
申
請
手
続
き

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
た
。
社
員

た
ち
が
無
償
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
プ
ロ
ボ
ノ
」方
式
だ
。

　

Ｇ
Ｓ
法
務
部
の
藤
田
直
介
部
長

（
弁
護
士
）は
、「
遠
い
国
か
ら
一

人
で
日
本
に
来
て
、
難
民
申
請
を

行
っ
て
い
る
」と
聞
い
て
、「
難
民

FEATURE STORY 1

クルド人たちが暮らす難民キャンプ。イスラム過激派組織ISはクルド人が多く暮らすシリア北部を攻
撃、数十万もの人々がトルコに押し寄せた（撮影：フォトジャーナリスト・川畑 嘉文）

　

６
月
20
日
は
国
連
が
定
め
た「
世
界
難
民
の
日
」。
欧
州
を

揺
ら
が
せ
た
シ
リ
ア
難
民
問
題
や
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

人
権
問
題
な
ど
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
課
題
と
し
て
人
権
問
題
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
人
に
は「
対
岸
の
火
事
」に
映
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
国
際
社
会
は
課
題
解
決
に
向
け
て
企
業

や
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。
私
た
ち
は
そ
れ

に
応こ
た

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

（ 

オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
・
吉
田 

広
子
、
オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田 

真
隆
、

編
集
部
・
小
松 

遥
香
、
川
畑 

嘉
文
、
寺
町 

幸
枝
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
＝
田
口 

理
穂
、
釜
山
＝
原 

美
和
子
）

難
民
・
人
権
問
題
で

ビ
ジ
ネ
ス
は
無
力
か

　
　
　
　
　
　
「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
」で
は
、
難
民
は

「
人
種
、
宗
教
、
国
籍
、
政
治
的
意
見
や
ま
た
は
特
定
の
社
会
集

団
に
属
す
る
な
ど
の
理
由
で
、
自
国
に
い
る
と
迫
害
を
受
け
る

か
あ
る
い
は
迫
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
他
国
に
逃
れ

た
」人
々
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

難
民
と
は
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と
は
ど
う
い
う
人
な
の
だ
ろ
う
。

母
国
で
辛
い
思
い
を
し
て
ト
ラ
ウ

マ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
怯
え

さ
せ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
案
じ
て
い
た
。

　

だ
が
、
最
初
に
会
っ
た
パ
キ
ス

タ
ン
人
男
性
は
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

し
て
き
た
。「
支
援
は
心
強
い
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
」と
深
く
感
謝

さ
れ
た
。

　

具
体
的
な
難
民
申
請
支
援
は
次

の
通
り
だ
。
ま
ず
、
申
請
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
難
民
で
あ
る
こ

と
を
法
的
に
分
析
し
、
本
人
の
陳

入
国
管
理
局
に
難
民
申
請

一
次
審
査

・�

難
民
認
定
申
請
書（
多
言
語
対
応
）提

出
・�

必
要
に
応
じ
て
難
民
で
あ
る
こ
と
の

証
拠
書
類（
原
則
翻
訳
付
き
）を
提
出

・
入
管
か
ら
面
接（
通
訳
）

※�

申
請
時
に
在
留
資
格
が
あ
れ
ば
、

申
請
後
に「
特
定
活
動
」（
６
カ

月
）と
い
う
在
留
資
格
に
変
わ
り
、

外
務
省（
Ｒ
Ｈ
Ｑ
）に
よ
る
保
護
費

の
申
請
と
、
国
民
健
康
保
険
へ
の

加
入
が
可
能
に
な
る
。
難
民
申
請

か
ら
６
カ
月
経
つ
と
就
労
許
可
の

申
請
が
可
能
に
な
る

◀
一
次
審
査
の
結
果

  

認
定　

・�

難
民
認
定
証
明
書
が
交
付
さ
れ
、

更
新
可
能
な
５
年
の
定
住
者
と
し

て
の
在
留
資
格
が
与
え
ら
れ
る

  

不
認
定

※�

不
認
定
で
も
、
人
道
配
慮
に
よ
る

在
留
許
可
と
し
て「
特
定
活
動
」

（
１
年
）な
ど
が
与
え
ら
れ
る
場
合

も
あ
る
。
た
だ
し
、
政
府
に
よ
る

定
住
支
援
は
受
け
ら
れ
な
い

◀

  

審
査
請
求（
異
議
申
し
立
て
）

 

（
結
果
の
通
知
か
ら
７
日
以
内
）

  

・�

証
拠
書
類
の
提
出
と
面
接

◀
審
査
請
求
の
結
果

  

認
定　

  

不
認
定　

裁
判
へ

※�

人
道
配
慮
に
よ
る
在
留
許
可
な
ど

が
与
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る

行政手続き（一次＋審査請求）の結果まで平均３年
資料作成協力：難民支援協会

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券
法
務
部
の

藤
田
直
介
部
長（
左
）と
中
井
綾
シ
ニ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
ル

述
書
や
弁
護
士
と
し
て
の
意
見
書

を
作
成
す
る
。
特
に
、「
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
ん
な
」状
況
に
あ
っ
た

か
、
そ
の
場
に
は
だ
れ
が
い
た
の

か

─
な
ど
、
本
人
の
あ
い
ま
い

な
記
憶
を
、
法
的
な
証
拠
と
し
て

確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ（
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
）や
国
際
人
権
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ら
が
発
行
す
る
報
告
書
な
ど

を
参
考
に
し
、
い
か
に
迫
害
を
受

け
る
恐
れ
が
あ
る
か
、
客
観
的
な

事
実
を
積
み
重
ね
る
。

　

Ｇ
Ｓ
法
務
部
は
、
案
件
に
よ
っ

て
他
部
の
社
員
と
も
チ
ー
ム
を
編

成
。
こ
れ
ま
で
に
４
件
手
掛
け
、

す
で
に
３
件
は
難
民
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

米
で
プ
ロ
ボ
ノ
は
当
た
り
前

　

こ
の
数
字
は
、
実
は
驚
異
的
な

数
字
だ
。
日
本
で
は
２
０
１
６
年

に
１
万
９
０
１
人
が
難
民
申
請
を

行
っ
た
が
、
認
定
者
数
は
た
っ
た

28
人
だ
。
そ
れ
ほ
ど
日
本
で
の
難

民
認
定
が
難
し
い
背
景
に
は
、
制

度
の
問
題
や
言
葉
の
壁
も
あ
る

が
、
難
民
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
。

「
米
国
の
法
律
事
務
所
で
は
プ
ロ

ボ
ノ
は
当
た
り
前
で
、
難
民
申
請

支
援
で
の
プ
ロ
ボ
ノ
も
ご
く
一
般

的
な
も
の
だ
っ
た
。
日
本
で
は
本

人
が
自
力
で
申
請
し
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
。
も
っ
と
多
く
の
支
援

が
あ
れ
ば
、
難
民
認
定
を
受
け
ら

れ
る
人
が
増
え
る
だ
ろ
う
」

　

こ
う
話
す
の
は
Ｇ
Ｓ
法
務
部
の

中
井
綾
シ
ニ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ル（
弁

護
士
）だ
。
約
８
年
前
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
法
律
事
務
所
で
働
い
て

い
た
と
き
に
、
初
め
て
難
民
申
請

を
手
掛
け
た
。

　

ア
フ
リ
カ
出
身
の
ア
ル
ビ
ノ

（
先
天
性
白
皮
症
）の
男
性
で
、
祖

国
で
は
命
の
危
険
が
あ
る
た
め
、

何
と
か
米
国
に
逃
れ
て
き
た
。
ア

フ
リ
カ
の
一
部
地
域
で
は
ア
ル
ビ

ノ
に
特
別
な
魔
術
が
宿
っ
て
い
る

と
信
じ
ら
れ
、
殺
害
さ
れ
て
遺
体

が
高
値
で
売
買
さ
れ
る
危
険
が
あ

る
と
い
う
。

「
21
世
紀
に
入
り
、
い
ま
だ
に
こ

う
し
た
こ
と
が
起
き
て
い
る
事
実

に
衝
撃
を
受
け
た
。
一
方
、
弁
護

士
の
原
点
と
し
て
、
目
の
前
に
い

る
人
を
助
け
ら
れ
る
と
い
う
喜
び

は
大
き
い
」（
中
井
弁
護
士
）

　

Ｇ
Ｓ
法
務
部
の
藤
田
部
長
は

「
法
律
の
専
門
家
と
し
て
何
か
社

会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
た
。
難
民
の
多
様
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
視
野
を

広
げ
て
く
れ
る
」と
話
す
。「
人
権

団
体
の
報
告
書
の
デ
ー
タ
を
集
め

る
、
英
語
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容

を
翻
訳
す
る
な
ど
、
弁
護
士
で
な

く
て
も
で
き
る
支
援
が
あ
る
。
興

味
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

増
え
続
け
る
世
界
の
難
民

　

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
２
０
１
６
年
６

月
に
発
表
し
た「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト

レ
ン
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
５
」

で
は
、
２
０
１
５
年
の
難
民
・
国

内
避
難
民
・
庇
護
申
請
者
数
は

６
５
３
０
万
人
で
、
２
０
１
４
年

か
ら
５
８
０
万
人
増
え
た
。
１
日

当
た
り
３
万
４
千
人
が
避
難
民
と

な
り
、
国
内
外
へ
の
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

14
ペ
ー
ジ
の
図
が
示
す
と
お
り
、

シ
リ
ア
難
民
が
最
も
多
い
。
ア
サ

難
民
申
請
の
主
な
流
れ
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ド
政
権
、
反
体
制
派
、
Ｉ
Ｓ
な
ど

が
敵
対
し
合
い
、
内
戦
が
長
期
化

し
た
こ
と
で
、治
安
が
悪
化
し
た
。

２
０
１
７
年
３
月
時
点
で
シ
リ

ア
国
外
に
避
難
し
た
難
民
の
数
は

５
０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
２
０
１
７
年
２

月
に
発
表
し
た
報
告
書
に
よ
る

と
、
２
０
１
６
年
上
半
期
で
新
た

に
３
２
０
万
人
が
国
内
外
へ
の
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。

　

難
民
は
、
隣
国
が
受
け
入
れ
る

こ
と
が
多
く
、
８
割
を
開
発
途
上

国
が
受
け
入
れ
て
い
る
。
国
別
で

は
、ト
ル
コ（
２
８
０
万
人
）、パ
キ

ス
タ
ン（
１
６
０
万
人
）、
レ
バ
ノ

ン（
１
０
０
万
人
）、イ
ラ
ン（
97
万

人
）、エ
チ
オ
ピ
ア（
74
万
人
）な
ど

だ（
２
０
１
６
年
６
月
末
時
点
）。

日
本
に
い
る
難
民
と
は

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
日
本

に
逃
れ
、
難
民
申
請
を
行
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
３
人
の
事
例
を

紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
個
人
が
特

定
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
取

材
を
基
に
編
集
部
で
一
部
を
改
変

し
た
。

◇
Ａ
さ
ん（
20
代
）女
性

　

ア
フ
リ
カ
出
身
。
村
長
と
の
結

婚
を
強
い
ら
れ
、
村
か
ら
逃
れ
て

来
た
。
日
本
に
到
着
後
、
ホ
ー
ム
レ

ス
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
道
行

く
人
に
モ
ス
ク
を
紹
介
さ
れ
、
支

援
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
祖
国
で
は
レ
ス
ト
ラ

ン
で
働
い
て
い
た
。「
仕
事
は
ま
だ

な
い
が
、
安
全
が
あ
る
の
で
以
前

の
生
活
よ
り
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

て
い
る
」。

◇
Ｂ
さ
ん（
50
代
）男
性

　

コ
ン
ゴ
出
身
。
数
年
前
の
あ
る

日
、
突
然
拘
束
さ
れ
た
。
数
日
間
、

拷
問
を
受
け
、
そ
の
後
町
を
転
々

と
し
て
身
を
隠
す
。
妻
と
娘
は
ア

ジ
ア
圏
の
国
で
暮
ら
し
て
い
る
。

「
い
ま
だ
政
府
に
追
わ
れ
、
隠
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
。
一
番
辛
い
の
は

娘
に
会
え
な
い
こ
と
。
い
つ
か
娘

を
呼
ん
で
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
。

娘
の
こ
と
を
思
う
と
胸
が
苦
し
く

な
る
」。

◇
Ｃ
さ
ん（
20
代
）男
性

　

中
東
出
身
。
医
療
関
係
者
と
し

て
働
い
て
い
た
。
毎
日
爆
撃
が
続

く
地
域
で
、
命
の
危
険
が
あ
り
、
日

本
に
逃
れ
て
き
た
。
到
着
後
、４
カ

月
間
ホ
ー
ム
レ
ス
と
し
て
暮
ら
し

て
い
た
が
、
冬
の
寒
さ
が
厳
し
か
っ

た
。
現
在
は
難
民
事
業
本
部（
Ｒ
Ｈ

Ｑ
）の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
仕
事

を
探
す
日
々
が
続
く
。「
日
本
で
働

け
る
よ
う
に
頑
張
り
、
何
か
の
形
で

日
本
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
」。

難
民
申
請
中
で
も
働
け
る

　

こ
の
数
年
で
日
本
の
難
民
認

定
申
請
者
数
は
増
え
て
い
る（
左

図
）。
一
方
、
認
定
者
数
は
毎
年
20

│
30
人
で
一
定
し
た
ま
ま
増
え
て

い
な
い
。
審
査
請
求
の
結
果
が
出

る
ま
で
は
、平
均
３
年
か
か
る
。保

護
費
が
出
る
場
合
も
あ
る
が
、
申

請
者
は
自
力
で
働
い
て
生
活
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

実
は
、
難
民
認
定
申
請
中
の
外

国
人
は
国
内
で
合
法
的
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
。
在
留
資
格
が
あ
れ

ば
、
難
民
認
定
申
請
か
ら
６
カ
月

後
に
、
就
労
許
可
を
申
請
で
き
、

許
可
が
下
り
れ
ば
働
く
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
難
民
認
定
申
請
者
を

積
極
雇
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
企

業
も
難
民
・
人
権
問
題
に
間
接
的

に
寄
与
で
き
る
。

　

日
本
は
過
去
に
大
量
に
難
民

を
受
け
入
れ
た
歴
史
が
あ
る
。

１
９
７
５
年
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国

（
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
）が
社
会
主
義
体
制
に
移
行
し

た
こ
と
で
、
迫
害
を
受
け
る
恐
れ

の
あ
る
人
々
が
国
外
に
逃
れ
た
。

　

そ
の
総
数
は
約
１
４
４
万
人
に

上
り
、
日
本
に
も「
ボ
ー
ト
・
ピ
ー

プ
ル
」と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
逃

れ
て
き
た
。
２
０
０
５
年
ま
で
の

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
定
住
受
け
入
れ

数
は
１
万
１
３
１
９
人
に
上
る

（
外
務
省
発
表
）。

　

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
を
支
援
す
る

た
め
に
、
１
９
７
９
年
に
設
立
さ

れ
た
の
が
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難

民
を
助
け
る
会（
Ａ
Ａ
Ｒ
／
東
京
・

品
川
）だ
。「
よ
り
弱
い
立
場
の
方

へ
支
援
の
手
を
」を
掲
げ
、
現
在

は
15
カ
国
で
約
１
６
０
人
の
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
緊
急
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ａ
Ｒ
の
長
有
紀
枝
理
事
長

は
、「
難
民
問
題
は
国
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
問
う
も
の
。
企
業
に
と
っ
て

も
ど
う
い
う
社
会
的
な
立
場
で
あ

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000
シ
リ
ア（
１
１
６
９
万
３
２
７
人
）

コ
ロ
ン
ビ
ア 

（
７
２
８
万
８
０
０
４
人
）

イ
ラ
ク（
４
９
１
万
５
８
２
７
人
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン（
４
４
３
万
４
８
５
３
人
）

ス
ー
ダ
ン（
４
０
８
万
４
２
８
２
人
）

無
国
籍
者（
３
７
４
万
３
７
６
４
人
）

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国（
２
９
２
万
８
３
２
７
人
）

南
ス
ー
ダ
ン（
２
５
７
万
３
５
５
０
人
）

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア（
２
３
９
万
２
４
０
２
人
）

ソ
マ
リ
ア（
２
３
５
万
０
９
９
７
人
）

パ
キ
ス
タ
ン（
２
１
８
万
４
６
７
０
人
）

イ
エ
メ
ン（
２
５
５
万
８
０
１
６
人
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ（
１
９
４
万
３
８
８
０
人
）

そ
の
他（
１
１
６
万
９
５
６
８
人
）

中
央
ア
フ
リ
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万
８
８
６
４
人
）

ミ
ャ
ン
マ
ー（
98
万
９
２
６
５
人
）

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
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万
３
１
６
２
人
）

エ
リ
ト
リ
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万
５
０
２
４
人
）

リ
ビ
ア（
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万
７
０
１
８
人
）

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル（
40
万
５
８
３
０
人
）

ブ
ル
ン
ジ（
50
万
９
８
３
３
人
）

フ
ィ
リ
ピ
ン（
40
万
０
５
７
４
人
）

ベ
ト
ナ
ム（
31
万
７
７
９
３
人
）

セ
ル
ビ
ア・コ
ソ
ボ（
31
万
２
８
２
１
人
）

ジ
ョ
ー
ジ
ア（
28
万
４
１
９
６
人
）

マ
リ（
28
万
３
７
０
５
人
）

中
国（
27
万
０
６
１
９
人
）

ル
ワ
ン
ダ（
30
万
８
１
７
８
人
）

ニ
ジ
ェ
ー
ル（
20
万
９
５
２
０
人
）

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス（
20
万
５
３
９
９
人
）

ス
リ
ラ
ン
カ（
19
万
０
２
１
９
人
）

イ
ラ
ン（
14
万
２
０
５
４
人
）

カ
メ
ル
ー
ン（
12
万
９
２
８
８
人
）

イ
ン
ド（
３
万
５
２
３
２
人
）

ガ
ー
ナ（
３
万
３
９
４
９
人
）

ネ
パ
ー
ル（
１
万
７
８
４
０
人
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
１
万
６
６
１
１
人
）

カ
ン
ボ
ジ
ア（
１
万
３
１
８
０
人
）

ト
ル
コ（
７
万
１
６
７
５
人
）

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ（
４
万
２
９
８
９
人
）

出 典：UNHCR「2015 Global Trends 
Annex Tables」（2016年６月発表）を
基に編集部で作成

世界の難民発生状況
国別ランキング

難民・国内避難民・庇護申請者・無
国籍者の出身国（2015年末時点）。
日本人も213人いる。「その他」は
カテゴリーに含まれないが、国際
的な保護が必要とされるUNHCR
の支援対象者

中東 アフリカ 欧州 南米アジア その他
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難民・人権問題でビジネスは無力か

り
た
い
か
が
問
わ
れ
て
く
る
」と

話
す
。

「
日
本
の
制
度
を
変
え
る
に
は
、

時
間
が
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

民
間
企
業
の
意
思
表
明
が
カ
ギ
を

握
る
。
例
え
ば
、『
第
三
国
定
住
』

の
制
度
を
利
用
し
て
、
企
業
が
雇

用
を
進
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

は
な
い
か
」と
続
け
る
。

　

第
三
国
定
住
と
は
、
一
次
避
難

国
で
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
人

を
他
国（
第
三
国
）が
受
け
入
れ

る
制
度
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
が
対
象
だ
。
日
本
は

２
０
１
０
年
に
試
験
的
に
開
始
し

た
。

進
む
雇
用
、「
難
民
は
戦
力
」

　

１
９
７
９
年
に
ベ
ト
ナ
ム
を
出

て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
と
し
て
日

本
に
帰
化
し
た
秋
保
和
樹（
ベ
ト

ナ
ム
名
：
フ
ィ
ン
・
バ
ン
・
ヒ
ュ
ー
）

さ
ん
は
30
年
前
、
池
田
印
刷（
東

京
・
品
川
）に
採
用
さ
れ
た
。
同

社
は
こ
れ
ま
で
に
８
人
の
イ
ン
ド

シ
ナ
難
民
を
雇
用
し
、
現
在
３
人

が
働
い
て
い
る
。

　

雇
用
の
き
っ
か
け
は
、
品
川

に
あ
っ
た
国
際
救
援
セ
ン
タ
ー

（
２
０
０
６
年
閉
所
）か
ら
要
請
を

受
け
た
こ
と
だ
っ
た
。
賃
貸
契
約

が
難
し
い
彼
ら
に
代
わ
っ
て
、
同

社
が
住
む
場
所
も
提
供
し
た
。
30

年
前
は
外
国
人
に
対
す
る
理
解
が

今
よ
り
ず
っ
と
浅
く
、
岩
佐
育
美

取
締
役
製
造
部
長
に
よ
る
と「
ア

パ
ー
ト
を
20
│
30
軒
は
探
し
回
っ

た
」と
い
う
。

　

池
田
幸
寛
社
長
は「
ど
ん
な
仕

事
で
も
率
先
し
て
頑
張
っ
て
く
れ

る
。
高
い
技
術
力
も
あ
り
、
彼
ら

の
働
く
姿
に
刺
激
を
受
け
る
社
員

は
多
い
」と
評
価
す
る
。
な
か
に

は
年
収
約
１
千
万
円
の
元
難
民
従

業
員
も
い
る
と
い
う
。

　

三
児
の
父
で
あ
る
秋
保
さ
ん

は
、「
日
本
の
教
育
制
度
は
素
晴

ら
し
い
。
ベ
ト
ナ
ム
は
ま
だ
ま
だ

教
育
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
い

ま
は
学
用
品
な
ど
の
寄
付
し
か
で

き
な
い
が
、
退
職
後
は
も
っ
と
ベ

ト
ナ
ム
の
教
育
支
援
に
か
か
わ
り

た
い
」と
希
望
を
語
る
。

　

難
民
を
戦
力
と
し
て
雇
用
す
る

企
業
も
増
え
て
き
た
。
そ
の
一
つ

が
ト
ラ
ッ
ク
・
建
設
機
械
・
乗
用

車
な
ど
の
輸
出
入
を
手
掛
け
る

ビ
ッ
グ
サ
ム（
奈
良
県
橿
原
市
）

だ
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
が
主
催
す
る「
ジ
ョ

ブ
フ
ェ
ア
」に
参
加
し
、
難
民
雇

用
を
進
め
て
い
る
。

　

ビ
ッ
グ
サ
ム
は
15
年
ほ
ど
前
か

ら
海
外
事
業
に
力
を
入
れ
、
外
国

人
採
用
を
強
化
し
て
き
た
。
そ
の

一
環
で
難
民
雇
用
を
進
め
、
ア
フ

リ
カ
出
身
の
難
民
２
人
が
働
い
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
出
身
者
の
多
く

は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
が
で
き
る

年
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０
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０
０
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難民認定申請数
難民認定数

日本の難民認定率はわずか0.26％

3260
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出身国 申請者数 世界の難民数

１ インドネシア 1,829 16,611
２ ネパール 1,451 17,840
３ フィリピン 1,412 400,574
４ トルコ 1,143 71,675
５ ベトナム 1,072 317,793
６ スリランカ 938 190,219
７ ミャンマー 650 989,265
８ インド 470 35,232
９ カンボジア 318 13,180
10 パキスタン 289 2,184,670
11 バングラデシュ 242 42,989
12 ガーナ 174 33,949
13 中国 156 270,619
14 ナイジェリア 108 2,392,402
15 イラン 107 142,054

出典： 法務省「国籍別難民認定申請数の推移」（2017年３月発表）とUNHCR
「2015 Global Trends Annex Tables」を基に編集部で作成

日本での難民認定申請者の国別ランキング

日
本
で
の
難
民
認
定
申
請
数
に
対
す
る
難
民
認
定
数
の
割
合
。
こ
の
ほ
か
、

２
０
１
６
年
は
定
住
難
民（
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
と
第
三
国
定
住
難
民
）が
18
人
、
人
道

配
慮
に
よ
る
在
留
許
可
を
受
け
た
者
が
97
人
い
る

日
本
の
難
民
認
定
申
請
者
の
出
身
国
と
世
界
の
難
民
数
。
世
界
の
難
民
数
に

は
、
国
内
避
難
民
・
庇
護
申
請
者
も
含
ま
れ
て
い
る

出典： 法務省「難民認定申請数の推移」「我が国における難民庇護の状況等」（2017年３月
発表）を基に編集部で作成


